


































































































































カール・バルトは， ノ、問の理性への信頼に警鐘を鳴らし， 「絶対他者」 としての神の語り
















‘ 以'三#ﾉ)ことに関しては、 水m献一． ,峨烏敬基I聖苦解秋の雌史一宗教改革から現代まで」 日本雌
粁敦i]|出版局, 1999年）参照、
4 以上のことに|則しては． 「現代聖諜講座第二巻聖苦学の方法と詣問題」 （日本雄粁教団出版崎．
1996年初版）の諸紺文､ ′l､林恵一「撤造主義的方法論」 i聖当学方法論」旧本基督戦H|出版局．
1979年初版） を参照〆 また実際の聖沓解釈例としては、 ロラン ‘ハルト他著， 久米樽・小林恵一





























旧 Iｿ､上のことに|淵しては‘ 蔵田雅彦「アシ7，の神学背｣‘梶原寿「解放の神学」 （以上「総説現代神



















者j (DerGesalbte) は1938年にナチスによって出版中止に追い込まれ、 ブーバーはこの
年エルサレムに亡命する□そして1945年その地で三部作の最後となる『モーセ」 (Moses
但し初版はヘブライ語）が出版された。その間1940年にはこれら一連の著作とは別の




m MartinBuber, ､(khundDu'',W?rkEJE"r,Jr-B"1LJ r S[rﾉ"箙EITzIIrP"""/1jE.Heidelbergz LambertS(ghn,gi-
der, 1962 [｢孤独と愛－我と汝の問題一」 （野口啓祐訳1958年‘ 創文社) ． 「人間の復興（われとな
んじ・対話)」 （柚Ⅲ]重雄訳, 1964年．河出苔房新社) ~ I我と汝・対話」 ( [l1口義弘訳1978年‘ み
すず苫房’' ． 「我と汝・対論I (植田重雄訳, 1979年‘ 岩波苔店)].MartinBuber, "KOnigtun'Gottef,
WIJrAど〃ZwどjIel･Ba"‘ﾉ r SJ"蛾e"z"rBIIMI.Heldelberg: LambertSchneider, 1964. [木田献一‘北博訳「神
の王I調| 」 （抑03年， 日本キリスト教団出版局)]｡MartinBuber, "DerGeSalbte'',WtrAe〃Zwe"Er
Bq"‘ﾉ: Sc/'rilt"亘卿rBibej~HeIdelberg: LambertSchneider, 1964. [木III献一･金井英彦訳｢神の王匡II (2010
年日本キリスト教団出版j,1 )].MartinBuber, "Moses'"~ IWrke"Zwei"rBa"【ir SJ1r旗ご”z"rβ油el
Heidelberg: LambertSchneider, 1964. [新井章三・早乙女禮子･ l11本邦子訳『モー七」 (2002年~ H本
キリスト教団出版).j)1Mar(inBuber,DerGI""bederProP/ie"".ManesseVerlag,ZUrlch, 1950. [高橋鹿
訳『預言者の偏仰j ( 1968隼み-ｵｰず沓房) ]、





























































マルティン ・フーバーの聖苫解釈 近代聖諜: ';士へのアンーゾーテーゼー 9
それが起こった時に， 神の行為として経験きれた， ということである'伽□















訶で王としてのヤハウェの名をll平び（出15: 18) ' シナイにおいてヤハウエは民に語I)か
けながら， 王としてのその餓域を明ﾉ｣くし （出19: 6) ．諸国民世界の呪術的代表者は［E
への歓呼」を聞きながらイスラエルの神の王国に屈服し （民23: 21 ) ､ モーセは死の前，
民に別れの祝福をするI1jに‘統合した諸部族の上に「イェシュルーンにおいて嘔が即位し




ブーバーは， ヤノ､ウェが自分に属する者達と 「共に在り」， その傍らに「現存し」 「現臨
し続ける」方， そして「共に行く方， 先立ち行く方．導き行く神」であり， この愈味にお
いてメレク （王）なのである， とする' '4'。彼によればヤハウェは「泉や土地にI古|著した土











て滞在先から故郷に帰るよう呼びかけ． やはり 「私はお前と共にある」 と告げる。倉l1世記
46章3節では‘ 飢陳のために息子のヨセフを頼ってカナンからエジプトに向かうヤコブ
に向かって， 神は「私はお前と共に行く」 と呼びかける，ブーバーは， 資料説によれば最
初の2つがヤハウイスト ， 3番目がエロヒストであることを認めながら． 神名の遠いにも
かかわらずそれらは同一の精神， 同一の性質を持っており、 共に行く方‘ 導く神の支配を
>Jくしている， とする’。 ≦
ブーバーによれば， ヤハウェは民を奴隷とされていた北地から導き出し彼らに先立ち





ことにおいてりIき継がれているのである （出25: 15, 王上8: 8) ! 17)、
4） 神の唯一性と人間の信仰
う．一バーによれば‘ エレミヤ吉7E31節でヤハウェが「私は~j"･供を火で焼くことを命
じたことはない」と語る時． 問題ときれているのは異教礼拝などではなく ， まさしく 「私
(ヤハウェ）の名の下に」食人鬼（モロク） を崇拝している， という恐るべき事態につい





























22： 2） は， まさにこの「窓IXIj以外の何物でもなかった． しかし「意図」は． 行為それ
自体が祇嵯の誠実ざで要求された時に初めて完全に現実となる□それが「試み」 と呼ばれ
るものである'班' ' コヤハドツェは人間が死んでヤハウェに献げられることを欲せず， 人間がそ
の生の全体性において自分自身をヤハウェに献げることを欲する。アブラハムに対する｢完
全（ターミーム）であれ」の呼びかけ(iill 17: l) と．民に対する「ヤハウェと共に完全
でなければならない」 との笈求（申18 : 13)は， 互いに補完し合って本質的事柄を言っ
ている□それは． ヤハウェに対する人間の応稗としての服従の根源的可能性である。 しか
し王朝支配ﾄﾞ ． 、ノロモンは神殿説教の中で「ヤハウェと共に充全であれ」とは言わず， 「,に、
がヤハウェと共に安らか（シャーし－ム）であれ」 （王上8: 61) と叫ぶが， 彼の宗教混

























｜両17I1: 144-145頁： また. IITI [L}の5章に吋する注55 ’伺普272") も参照‐なお、 この段落の聖』
からのツ|用文は‘ 趣旨を|ﾘl硴にするため， 戦打･が直接へプライ甜峨非から訳出したⅧ 1､､線と括弧内
の･へプライ譜カタカナ表記も， 本論著者による補足□
